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論 文 概 要 
 

















対象と方法 ：  










pHに対する影響の検討 (in vitro) 
 FocalSeal®を浸漬した眼灌流液を37℃に恒温放置し72時間まで経時的にpHを測
定した。 





















































In vivo and in vitro feasibility studies of intraocular use of a synthetic bioadhesive to 







































































































 眼灌流液BSS Plus® (Alcon, Inc.)にFocalSeal®を浸漬し、pHを経時的に測定した。
BSS Plus®のpHは約7.4であり、BSS® (Alcon, Inc.)のpH 7.0に比較してヒトの生体環


































(LW-102; Mayo, Inazawa, Japan)を両眼の角膜に装着し、接地電極を耳に装着した。



















































































































































































ら10秒のポリエチレングリコールハイドロゲル、DuraSeal® dural sealant (Confluent 
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作 製 し た 。 (3) 眼 球 カ ッ プ の 網 膜 に 裂 孔 を 作 製 し 、 網 膜 剥 離 を 作 製 し た 。
(4)FocalSeal®を、27ゲージ針を用いて網膜裂孔全体を覆うように塗布し、キセノン光











































眼灌流液BSS Plus® (Alcon, Inc.)にFocalSeal®を浸漬し、pHを経時的に測定した（グ
ラフ）。破線は、BSS Plus® 5mLに光重合したFocalSeal® 0.2mLを加えたサンプル 
(BSS Plus® + photopolymerized FocalSeal®)、点線は、BSS Plus® 5mLに光重合して
いないFocalSeal® 0.2mLを加えたサンプル (BSS Plus® + unphotopolymerized 



























硝子体注射前後の各波形成分（a波 : a-wave、b波 : b-wave、律動様小波 : 
op-wave）の振幅比、潜時比をグラフに示す。FocalSeal®群（黒印 : study）および対
照群（白印 : control）において、硝子体注射前後の、それぞれの波形成分の振幅比、
潜時比に、統計学的有意差を認めなかった。 
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図9 
 
 
 
 
 
 
光学顕微鏡を用いた組織学的検査では、硝子体注射後28日目において、(A)対照群
および、(B)FocalSeal®群の、いずれの実験眼においても、炎症を含めた異常所見を
認めなかった。 
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（図10） 
 
実験的網膜剥離モデルに対するFocalSeal®を用いた硝子体手術の術翌日、術後1
週目、1、3ヶ月目に撮影した眼底写真および光干渉断層計画像。眼底写真では作
製した網膜裂孔を確認できる。（矢頭） 観察期間を通じて網膜は復位した状態を維
持し、網膜再剥離を認めなかった。光干渉断層計ではいずれの時点においても、接
着剤を観察することはできなかった。光干渉断層計による観察では、術翌日から術
後7日目にかけて作製した網膜裂孔の辺縁の網膜が持ち上がっている所見を認め
た。（*） しかし、術後1ヶ月以降は観察されていた網膜裂孔辺縁の持ち上がりが消
失し、脈絡膜に接着していた。（＊*） 術翌日から術後7日目にかけて作製した網膜
裂孔が拡大している所見を認めた。また、術翌日から全観察期間を通して、作製し
た網膜裂孔の周囲、すなわち、おおよそ接着剤を塗布した範囲の外縁に、網膜すう
壁を認めた。（矢印） 
 
